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東北大学の葛西教授によって開発されたこの術式は，今日では K:t~ ： ti oper:ttionとして我が国では
勿論国際的にも広く普及し高く評価されていますが，当時はまだトライの段階でした目その頃夢中
で読んだ小児外科の教科書には，全くこの術式は紹介されていませんでした．小児外科のパイフツレ
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Scharschmidtが世界の代表的4施設一一一Iんnver-Pittsburg(Starzl米国）， Cambridge (Caine, 
英国）， Hannover (Pichlmayr，ドイツ）， ( ;rnningen (Krom，オランダ）一一一
の1983年3月までの肝移植540例の成績を集計しています．その中ですでに，小児黄痘には90例（う
ち胆道閉鎖83例入 αlアンチトリプシン欠損症等代謝異常には35例fjf移植されています．
1963年内.1rzlがはじめてこの疾患に肝移植を行い，苦しい状況のなかで臨床をすすめ1979年に
は， 48例の胆道閉鎖症に肝移植を発表し335ちに 1年以上の生存を，このうち半数が5年生存を得る
という驚くべき成績をあげています．かかる情勢の下で，近年わが国の小児外科のなかにも，胆道
閉鎖症に肝移植しようという気運が芽生えてきましたが，この病気の治療歴史を考えると，安易に，
移植にとび着くのは，危険が大きく，病因や病態の解明につとめ，さらに臨床成績を向上するよう
に十分努力しなければ，この分野の進歩はないと考えます 肝移植の基礎的研究をつみ重ねて，は
じめて胆道閉鎖症に対する移植が考慮されねばならない．そうする事により，この疾患の救命率が
一層向上するものと恩われます．
